
[持ち物] 筆記用具

講座概要:
1.工程管理の考え方

(1)工程管理の目的
・工程管理の目的と、ムダのない現場構築の考え方、
必要性について解説する。

(2)工程管理の考え方
・多品種少量化、短納期化のニーズ下で求められる工程
管理の方法と、リードタイムの価値観について解説する。
・フローショップ型(整流)とジョブショップ型(乱流)の生産
システムについて解説する。

(3)モノ(製品)の管理の仕方
・ストア(作った人･買った人が、作ったモノ･買ったモノを、
作った所･買った所に置く)と、レイゾウコ(使う人が、これ
から使うモノを、使う所に置く)を用いた在庫と仕掛の管理
方法について解説する。

2.生産計画の立案と作成手順
(1)生産計画の立て方のポイント

・ABC分析と生産計画への反映の仕方について解説する。
・個々の能率ではなく全体の能率重視の考え方について
解説する。

(2)具体的な生産計画への落とし込み
・月の計画、週の計画、日の計画の立案方法について解説
する。
・生産管理板による時間毎の計画vs実績管理について
解説する。
・日々の負荷vs配員計画方法について解説する。

(3) 演習
・実際の製造現場の事例動画を用いて、「ムダのない生産」
を実現する為の手順(ムダ発見、廃除、作業設計)を、
具体的に体験し習得する。

＜ポイント＞
・生産計画立案手法の一般論ではなく、多品種少量ニーズ
の環境下、如何に日々フレシキブルでムダのない生産管理
を行うかを、事例動画を用いて体験する。

多品種少量生産や短納期化等、顧客の多様なニーズに適した生産計画の策定を目指して、

工程管理に必要な視点、生産計画・統制への柔軟な取り組みについて理解し、

自社の納期管理を見直していただくためのポイントを習得します。

申込みは裏面から

日 時
2020年

10月29日(木) ～ 30日(金)

9時30分～16時30分（両日とも）

県立産業人材育成センター倉吉校

3階視聴覚室 倉吉市福庭町二丁目1番地

15名 (先着順)

生産現場の生産計画、工程管理に携わる方

戦略産業人材育成事業・共通講座

【講師】 水凌経営研究所合同会社 代表

水凌 直弘 氏 （みずし なおひろ）

【講師紹介】
１９７７年：国立松江高専生産機械工学科卒業

１９７７～２０１５年：

大手電子部品メーカーで生産技術、製造

ＩＥ（Industrial Engineering）を担当。

２０１５年～現在：

経営コンサルタントとして独立

指導実績：製造業を中心に１５社

〈ポリテク生産性向上支援訓練研修実績〉

１府４県、１１社、１６コマ

会 場

定 員

対象者

◆◆◆◆◆◆ お申込み手続き ◆◆◆◆◆◆

裏面の「受講申込書」に記入し、下記連絡先に FAX
又はメールで申し込んでください。

受講申し込み後、事務局から申込受領の返信が無い
場合は、お手数ですが事務局へ連絡をお願いします。

《事務局》

鳥取県商工労働部産業人材課

Fax 0857-26-8169

Eメール sangyoujinzai@pref.tottori.lg.jp

電話 0857-26-7224 担当：住友、谷口

〆切 10月8日(木)
＜会場案内＞



会 社 名

所 在 地
（〒 － ）

窓口ご担当

ご氏名（ふりがな）： 部署：

役職：

e-mail アドレス： 電話番号：

受講希望人数 人 受講料※ 1,500円／人

お申込み（Fax：0857-26-8169）

鳥取県商工労働部産業人材課 担当：住友、谷口 〒680-8570 鳥取市東町一丁目220番地

電話 0857-26-7224 Eメール sangyoujinzai@pref.tottori.lg.jp

1. 本研修は、受講修了後に職業能力開発促進法に基づく修了証書を発行するにあたり、生年月日が必要となりますので、
ご理解・ご協力をお願いします。

2. 申込状況によっては、中止する場合があります。その場合は、速やかにご連絡します。
3. 記載された個人情報は、連携して事業を実施・運営しているポリテクセンターと共同で保管し、本事業、その他関連する研
修又は助成事業の案内に利用させていただきます。

4. 受講にあたっての注意事項の詳細については、「共通講座 受講の手引き」をご確認ください。

【

注

意

事

項

】

受講者氏名 ふりがな
生年月日

（西暦で記載）
雇用形態

(該当する方を○)
所属・役職

正規 ・ 非正規

正規 ・ 非正規

正規 ・ 非正規

受講者が既に決まっている場合は、以下もご記入ください。（決まっていない場合は空欄も可。後日ご連絡いただきます。）

※2019年度からは、企業の皆様にも一部負担いただくことになりましたが、公的資金も活用し、
できるだけ受講しやすい金額としておりますので、ご理解・ご協力をお願いします。


